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研究成果の概要（和文）：食塩摂取により血圧が上昇する食塩感受性は、ヒトに比べてげっ歯類では弱い。血
中・尿中のアミノ酸解析より、リジンの動態がヒトとラットでは異なることが明らかとなり、血漿リジン濃度は
高血圧モデルラットで対照ラットより低く、リジン補充で尿量増加が見られたことから、条件によりリジンが血
圧上昇や食塩感受性を抑制する可能性が示唆された。糞中アミノ酸の解析からは、高血圧ラットでは対照ラット
より腸内細菌等によるリジン産生が少なく、ラットではヒトより食塩負荷時のリジン吸収が多い可能性が示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：Salt sensitivity of blood pressure is weaker in rodents compared to humans. 
We showed from plasma and urine amino acid analysis that plasma lysine dynamics is different between
 rats and humans. Because plasma lysine concentration is lower in hypertensive model rats compared 
to control rats and lysine supplementation increased urinary volume, lysine may be involved in blood
 pressure control and salt sensitivity. Fecal amino acid analysis suggested decreased intestinal 
production of lysine by gut flora in hypertensive model rats have compared to control rats and that 
rats may have increased intestinal absorption of lysine during salt load compared to humans. 

研究分野：高血圧
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高血圧の要素として、食塩を摂取すると血圧

が上昇しやすい体質（食塩感受性）の有無が

重要である。そのため、日々の食塩摂取量や

食塩感受性を含む生活習慣病の病態を知る

新しい方法として、血中アミノ酸解析を用い

る検討がなされており、複数のアミノ酸濃度

を組み合わせ、疾患や健康の状態を明確に判

別するスコアを作り出す技術として、アミノ

インデックス

Nutr 83:513S, 2006

これに関連し、我々はラットを用いて、食塩

負荷により血漿中や尿中アミノ酸のプロフ

ィールがダイナミックに変化することを明

らかにした

図 1) 

ミノ酸に与える影響

 

これより、

排泄変化の特徴が異なるアミノ酸を組み合

わせることにより、高血圧を来している個体

や、食塩に感受性を持つ個体を判別すること

が出来る可能性が示唆された。多くのアミノ

酸では、

血中濃度は低下する傾向があった。

も、食塩負荷時のリジン代謝の変化に、ラッ

トとヒトで明らかな違いがあることに着目

した。

 

食塩過剰摂取下において、

ン排泄の増加に伴い血漿リジン濃度の低下

が観察されるが、ラットでは逆に血漿リジン

濃度が増加した（図１）。げっ歯類はヒトに
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産生増加よりリジン吸収の差異が影響し、

WKY と SHR 間の血漿リジン濃度の差異には

腸内細菌による腸管内のリジン濃度の差異

が影響する可能性が示唆された。ヒトの高

血圧発症・維持や食塩感受性の成因におい

ても、腸内細菌のリジン産生または腸管の

リジン吸収の差異が関与する可能性がある。 
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